
新年への祈りを込める
しめ縄作り

編
集
・
発
行
　
葛
城
市
役
所
企
画
部
企
画
政
策
課

〒
6
3
9
-2
1
9
5
　
奈
良
県
葛
城
市
柿
本
1
6
6
番
地

☎
0
7
4
5
（
6
9
）
3
0
0
1

第
8
7
号

平
成
2
3
年
1
2
月
1
日
発
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.katsuragi.nara.jp/

　
携
帯
端
末
用
　
http://w

w
w
.city.katsuragi.nara.jp/m

/
広
報

2011
12

K A T S U R A G I - C I T Y
P u b l i c  R e l a t i o n s

広報

美しい自然に抱かれ、昔と今が共生するまち　「葛城」

2011

12
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年末年始の業務案内
　各施設、ごみ収集などの年末年始の予定にご注意ください。

がん検診・特定健診を受けましょう
　若いうちから検査を習慣づけ、病気を予防しましょう。

表紙　しめ縄を作る池之側輝男さんとサチ子さん（林堂）
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まちのニュース

　10 月 30 日、當麻寺境内と當麻寺から近鉄当麻
寺駅にかけての約 1km の参道にて、『ふれあいと
夢を』をテーマに、「ゆめフェスタ in 葛城」が開催
されました。
　当日は、あいにくの天候となりましたが、約
170 店舗のフリーマーケット、地元野菜を使った
グルメコーナーの「葛城グルメフェアー」、市内で
採れた農産物の販売や健康づくりコーナーなどもあ
り、会場内は多くの人で溢れ、すべての方々に秋の
一日を楽しんでいただきました。

第 ふれあいと夢を
2 回　ゆめフェスタ in 葛城　開催！

　9 月 10 日、大阪舞洲スポーツセンターで開催さ
れたバドミントン全国大会近畿予選会で、山本凌平
さん（當麻小学校 5 年）が 5 年生男子ダブルスの
部で 3 位に入賞し、2 年連続で全国大会に出場さ
れます。
　また、神山青生さん・小林栞菜さんペア（當麻バ
ドミントン部・近畿大会６年生女子ダブルス優勝）
と、神山新悟さん（山本凌平さんのパートナー）が
全国大会に出場されます。全国大会での活躍を期待
しています。

ス 大会に向け、決意も新たに
ポ少バドミントン部から全国大会へ

　「チーズの日」である 11 月 11 日、高松久仁子
さん（山口）が、華表保育園にモッツァレラチーズ
をプレゼントし、園児 164 人が給食でチーズを使
った給食を味わいました。
　地元産のチーズの味を知ってもらおうと 5 年前
から始まった行事で、園児らはこの日が来るのを楽
しみにしています。蓮花ちゃんも来園、自分で作っ
たピザトーストを食べた橋本風音ちゃんは、「チー
ズがたっぷりでおいしい。蓮花ちゃんが来てくれて
嬉しい」と喜んでいました。

地 華表保育園で「いただきます！」
元産のチーズの味を知ろう
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　10 月 27 日、原発事故により省エネが注目され
るなか、武田邦彦教授（中部大学）の講演会（主催：
葛城市商工会）が歴史博物館で開催されました。武
田教授は、内閣府原子力委員会の委員を歴任した経
験を元に原子力発電を解説、今回の事故で報道され
ていないことなどを説明し、「関係者は住民を守る
ことを考えて行動してほしい」と述べられました。
　参加した吉田寿男さんは、「環境に対する考え方
が変わりました。次世代のためにも真実を伝えてい
かなければ」と興味深そうに話していました。

　シルバー事業の社会的意義、活動内容等を広く地
域住民に理解をしていただくことを目的に、毎年
10 月第 3 土曜日を「シルバーの日」とし、ボラン
ティア活動の実施、シルバーフェアの開催等を全国
一斉に実施しています。
　葛城市シルバー人材センターでは、近鉄新庄駅前
と大和高田バイパスの一部側道で、センターの会員
や職員約 50 名が参加し、除草・清掃ボランティア
活動を行うとともに高齢者のセンター加入の働きか
けなど、事業普及啓発活動を展開しました。

　吉村ミサヱさん（新庄）が、10 月 22 日に 100
歳の誕生日を迎えられ、山下市長がお祝いに訪れま
した。ミサヱさんは子 6 人、孫 12 人、ひ孫 17 人
がいます。和裁の仕立てが得意で、長男の妻・文子
さん（写真右）と一緒に行っていたそうです。
　誰からも好かれる方で、当日は、お祝いの花束を
前に、ご家族より温かい祝福を受けられることはも
ちろん、新庄園の利用者の方もたくさん駆けつけ、
楽しいひとときを過ごされました。今後とも益々お
元気で、長寿を重ねてください。

100 吉村ミサヱさんを祝福
歳おめでとうございます

わ シルバー人材センターのボランティア活動
たしたちの市をもっときれいに

環 あかねホールで武田邦彦教授が講演
境のこと、素直に考えてみて
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市政ニュース

東　俊光氏に瑞宝単光章
　元大阪府警察官として、高石警察
署などの警備課長を歴任され、永年
にわたり危険性の高い業務に精励し
たことに対し、東　俊光氏（疋田）が、
瑞宝単光章を受章されました。
　ここにこの功績を讃え、心からお

祝い申し上げますとともに、今後益々のご活躍を祈
念申し上げます。

田邑蔦夫氏に瑞宝単光章
　元奈良県警察官として、37 年間
にわたって奉職され、その大半を
警備警察業務に従事し、多くの業
績をあげたことに対し、田邑蔦夫
氏（北花内）が、瑞宝単光章を受
章されました。

　ここにこの功績を讃え、心からお祝い申し上げま
すとともに、今後益々のご活躍を祈念申し上げます。

立松昌隆氏に瑞宝中綬章
　元国立奈良病院長として永年にわ
たり、豊富な知識と経験を活かし、
地域の医療の進展に貢献したことに
対し、立松昌隆氏（竹内）が、瑞宝
中綬章を受章されました。
　ここにこの功績を讃え、心からお

祝い申し上げますとともに、今後益々のご活躍を祈
念申し上げます。

森田喜雄氏に瑞宝双光章
　元奈良県公立学校教員として、
同県内中学校長等を歴任、その間、
県中学校長会会長・県中学校体育
連盟会長など永年にわたり教育の
振興と発展に貢献したことに対し、
森田喜雄氏（林堂）が瑞宝双光章

を受賞されました。
　ここにこの功績を讃え、心からお祝い申し上げま
すとともに、今後益々のご活躍を祈念申し上げます。

第7回　葛城市菊花展
　菊の季節の訪れとともに、今年も恒例の菊花展が
10 月 24 日から 11 月 11 日まで開催され、丹精こ
めて作られた多数の大作・大輪菊が、新庄庁舎・當
麻文化会館の展示会場に美しく飾られました。
　展示会場一帯では、菊の香りと鮮やかな花の色が
周辺の景色に彩りを添えていました。
　また、観賞菊の品評会が開催され、下記の方々が
入賞され、その優秀花の展示も行われました。

（敬称略）

第十五回葛城歌壇短歌大会・発表会
　11 月 5 日、歴史博物館で、「第十五回葛城歌壇短歌
大会」が開催されました。表彰式では、市内はもとよ
り日本各地や海外から応募された 2,286 首の中から、
一般の部最優秀賞の柿本人麻呂賞は馬場伸子さん（天
理市）、前川佐美雄賞は吉岡賀世子さん（疋田）、優秀
賞は外輪清孝さん（今在家）他 4 名、佳作は島田文子
さん（勝根）、外輪加壽代さん（今在家）、中谷保子さ
ん（長尾）他 17 名の方が受賞されました。また学生
の部優秀賞は 10 名の方が受賞されました。
　今年は第十五回目の記念の年にあたることから、本
市出身の歌人 前川佐美雄氏のご子息で、短歌結社日
本歌人代表の前川佐重郎氏にお越しいただき、「前川
佐美雄の歌を読む」と題してご講演いただきました。
講演では佐美雄氏の年譜をたどりながら、その時代
に詠まれた短歌の背景などを話していただきました。
柿本人麻呂賞
　「タクサンノトモダチツクリホンヨミナサイ」
　戦地の父の最後の便り　　　　　　　馬場　伸子
前川佐美雄賞
　すれ違う鈴付けられた黒猫は　
　春の憂鬱跨いで行きぬ　　　　　　　吉岡賀世子

奈良県知事賞
　増田　順弘（大畑）
葛城市長賞
　山本　武文（疋田）
奈良県議会議長賞
　河合　正吉（辨之庄）
葛城市議会議長賞
　高垣　清雄（新在家）
奈良県教育長賞
　山本　公次（疋田）
葛城市教育長賞
　井上　雅央（長尾）

奈良県中部農林振興事務所長賞
　谷村　宏（疋田）
葛城市観賞菊愛好会長賞
　大宮俊一郎（疋田）
国華園賞
　増田　順弘（大畑）
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不動産合同公売結果のお知らせ 第11回全国障害者スポーツ大会
　10 月 22 日から 24 日にかけて開催された全国障
害者スポーツ大会に葛城市から３名の方が出場され
ました。出場者、種目、成績などは以下の通りです。
陸上競技　中川　古一さん
　　立幅跳：1m99（1 位）　砲丸投：6m64（3 位）
　　　　　三好　雅俊さん
　　400m：59 秒 18（2 位）走幅跳：4m64（8 位）
水泳競技　鎌田　美希さん
　　50m 自由形　41 秒 48（1 位・大会新記録 )
　　25m 自由形　20 秒 13（2 位）
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　11 月 7 日㈪に実施を予定していました葛城市
の不動産合同公売は中止となりました。

※今後も納付に進展がなく公売可能な財産は、県・
各市町村合同の公売会や、ヤフー株式会社が運営
するインターネット公売へ出品し、滞納税の解消
を図っていきます。実施の際は、市ホームページ
等に掲載します。

▼収納促進課

市政
ニュース
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毎月 11 日は人権を確かめあう日です
奈良県市町村人権・同和問題啓発活動推進本部　葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

　葛城市と葛城市社会福祉協議会では、市民の皆さま
のご協力により災害義援金活動を続けています。
　皆さまからお預かりした義援金は、10 月は 33,604 円
で、計 34,034,851 円になりました。
東日本大震災義援金を受け付けています
義援金は責任を持って日本赤十字社へお持ちして

被災地へお届けします

募金箱設置場所
新庄庁舎、當麻庁舎ほか計 26 施設
銀行振込口座
南都銀行新庄支店　普通預金口座　2048897
名義
東北地方太平洋沖地震義援金口  葛城市会計管理者

　葛城市と葛城市社会福祉協議会は、台風 12 号災害
義援金活動を 10 月末まで行いました。

台風12号災害義援金
ご協力ありがとうございました

皆さまからお預かりした義援金は、
10 月は 119,085 円で、計 350,547 円になりました。

市政ニュース

特定健康診査を受診しましょう！
葛城市国民健康保険の医療費の現状
　国民健康保険の医療費は、糖尿病や高血圧性疾
患、脳梗塞など生活習慣病に関する費用の割合が
全体の 2 割を超えています。さらに年代別にみて
みると、右記グラフにあるように年齢を重ねるに
つれ、その病気にかかる医療費が高くなっています。
　外来にかかる費用は、年代別による違いは大き
くありませんが、年代が進むにつれ入院の費用が
急増します。このような医療費の増加を抑えるた
めには、若いうちから健診を習慣づけ、病気を予
防することが大切です。そのために、毎年、特定
健康診査を受診しましょう。

特定健康診査とは？
○ 40 歳以上の方を対象にした生活習慣病を予防
　するための健診
○検査項目は問診や血圧測定、血液検査など
○ 1 年に 1 回受診することができ、自己負担は
　1,000 円
　生活習慣は、血管の老化に影響を及ぼします。
体内の若さをチェックするためにも、ぜひご利用
ください。

特定保健指導等～健診結果の生かし方～
　生活習慣の改善が必要な場合、健康増進課の保
健師や管理栄養士がお手伝いします。健診を利用
して、健康を保持増進しましょう。
１，０００円健診は、若さの秘訣！

▼保険課

（月額）　1 件あたりの医療費（10 割相当額）

30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代

30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代
生活習慣病に関する医療費の内訳（平成 23 年 5 月診療分奈良県
国民健康保険団体連合会疾病分類統計表等より）

（月額）　1 件あたりの医療費（10 割相当額）

外来

入院
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軟式野球
優　勝　大同クラブ
準優勝　モッチーズ
第 3 位　東洋アルミ
　〃　　葛城ドリームズ
ソフトボール
優　勝　葛城ソフトボールクラブ壮年
準優勝　葛城ソフトボールクラブ実年
第 3 位　ファイヤーハーツ
　〃　　ドロコンズ
バレーボール
優　勝　新庄クラブ
準優勝　7up
第３位　当麻ひまわり
　〃　　KLC
バスケットボール
男子
優　勝　白鳳クラブ
準優勝　ニューベアーズ
第３位　B・B・C
女子
優　勝　クライミーズ A
準優勝　クライミーズ B
テニス
男子ダブルス
優　勝　堀田　晋也（疋田）
　　　　吉田　尚史（疋田）
準優勝　西川　竜矢（太田）
　　　　押方　利治（疋田）
第３位　大垣　繁和（尺土）
　　　　吉川　徹（加守）
女子ダブルス
優　勝　西川登志恵（寺口）
　　　　堀田　明美（疋田）
準優勝　鞠山　和枝（長尾）
　　　　大垣希容子（尺土）
第３位　福住　由香（寺口）
　　　　松本　賀恵（寺口）
混合ダブルス
優　勝　堀田　晋也（疋田）
　　　　堀田　明美（疋田）
準優勝　辻本　誠（北花内）
　　　　西川登志恵（寺口）
第３位　大國　謙太（長尾）
　　　　松本　賀恵（寺口）
男子一般シングルス
優　勝　吉田　尚史（疋田）
準優勝　堀田　晋也（疋田）
第３位　市川　雄治（中戸）
女子シングルス
優　勝　西川登志恵（寺口）
準優勝　堀田　明美（疋田）
第３位　坂口　陽子（疋田）

ソフトテニス
一般男子ダブルス
優　勝　喜多　聡（疋田）
　　　　石井　基博（北花内）
準優勝　増田　敬男（疋田）
　　　　城下　彦弥（疋田）
第３位　福嶋　道雄（兵家）
　　　　冨岡　翔悟（忍海）
一般女子ダブルス
優　勝　多根えりか（大畑）
　　　　實盛かおる（北花内）
準優勝　樋口　稔乃（疋田）
　　　　神坂　由枝（疋田）
第３位　村上　浩子（北道穂）
　　　　吉田　恭子（南道穂）
中学生男子ダブルス
優　勝　吉田　理知（南道穂）
　　　　井森　皓大（葛木）
準優勝　西田　達也（西室）
　　　　古川　稜馬（柿本）
第３位　松村　凌佑（葛木）
　　　　前川　憲哉（北花内）
　〃　　寺沢　宏彬（大屋）
　　　　千ヶ崎一貴（北花内）
グラウンド・ゴルフ
優　勝　鷲見　隆男（長尾）
準優勝　板木　哲男（北花内）
第３位　柏谷　和史（笛堂）
ゲートボール
優　勝　三重野文夫（尺土）
　　　　勝浦　光彦（尺土）
　　　　家垣　清（尺土）
　　　　山本　治夫（尺土）
　　　　亀井　清美（尺土）
準優勝　大森　庄蔵（竹内）
　　　　林　　弘（竹内）
　　　　髙丸　進（染野）
　　　　松浦貴美子（當麻）
　　　　植本　薫（當麻）
第３位　石橋　宗忠（新在家）
　　　　山本　明光（新在家）
　　　　山本　教嗣（新在家）
　　　　高橋　幸子（加守）
　　　　西井ふみ子（加守）
卓球
男子シングルス１部
優　勝　亀田　幸佑（八川）
準優勝　亀田　幸秀（八川）
第３位　石田　聡（長尾）
　〃　　藤枝　昇山（八川）
女子シングルス１部
優　勝　安川　佳純（當麻）
準優勝　安川　千裕（當麻）

第３位　小磯　要子（八川）
　〃　　樋口　晴代（長尾）
男子シングルス 2 部
優　勝　木原　基裕（南今市）
準優勝　伊藤　敬吾（長尾）
第３位　川出龍之介（新在家）
　〃　　岡　　英治（八川）
女子シングルス 2 部
優　勝　西川　孝子（忍海）
準優勝　中尾美津子（南道穂）
第３位　園田マツ子（兵家）
　〃　　田渕　芳枝（長尾）
バドミントン
男子ダブルス１部
優　勝　佐藤　信次（北花内）
　　　　堀川　純世（北道穂）
準優勝　和田　多持（中戸）
　　　　宇野　慎一（長尾）
第３位　中井戸資廣（南道穂）
　　　　田中　泰弘（忍海）
　〃　　七田　和男（北花内）
　　　　小林　秀規（北花内）
女子ダブルス１部
優　勝　吉田　鈴（當麻）
　　　　川本　麻衣（加守）
準優勝　下村　真紀（寺口）
　　　　穂積香穂里（疋田）
第３位　小林美貴子（北花内）
　　　　中嶋　恵子（勝根）
　〃　　山本　智香（今在家）
　　　　中靏　茜（木戸）
混合ダブルス１部
優　勝　島　　崇晃（新庄）
　　　　小林美貴子（北花内）
準優勝　小林　秀規（北花内）
　　　　堀川　純世（北道穂）
第３位　佐藤　信次（北花内）
　　　　中嶋　恵子（勝根）
　〃　　中井戸資廣（南道穂）
　　　　穂積　完聡（疋田）
男子ダブルス２部
優　勝　小西　正美（西室）
　　　　宮崎　奨（疋田）
準優勝　南　　伸明（笛堂）
　　　　広辻　玲子（南今市）
第３位　赤木　基延（疋田）
　　　　増井　紀良（西室）
　〃　　金沢　滋（當麻）
　　　　井上　隆章（尺土）
女子ダブルス２部
優　勝　長屋　和子（尺土）
　　　　藤川奈津美（尺土）
準優勝　落合　知子（長尾）

　　　　新内寿美子（加守）
第３位　貝崎　啓子（疋田）
　　　　東野　弘子（尺土）
　〃　　富岡　桂子（太田）
　　　　林　美栄子（南今市）
混合ダブルス２部
優　勝　広辻　玲子（南今市）
　　　　竹下　安代（八川）
準優勝　小西　正美（西室）
　　　　小西　和子（西室）
第３位　貝崎　啓子（疋田）
　　　　赤木　基延（疋田）
　〃　　増井　紀良（西室）
　　　　青木　智子（葛木）
小学生ダブルス
優　勝　新内　智子（加守）
　　　　廣辻　あみ（南今市）
準優勝　森居　彩（八川）
　　　　今西日菜子（葛木）
第３位　田中　葵（八川）
　　　　富岡　里沙（太田）
　〃　　田垣内晴大（染野）
　　　　伊藤　侑樹（加守）
柔道
団体　一般の部
優　勝　新庄柔道クラブ
準優勝　近畿日本鉄道
第３位　㈱宏和化成工業所
団体　小学生の部
優　勝　新庄柔道クラブ
準優勝　龍誠館
個人　小学生１年の部
優　勝　原　　悠也（笛堂）
準優勝　藤村　孝稔（北花内）
第３位　中尾　海（竹内）
個人　小学生 3 年の部
優　勝　延　　冬馬（八川）
個人　小学生４年の部
優　勝　岡島　弘明（疋田）
準優勝　脇　　健剛（柿本）
第３位　藤村　健斗（北花内）
個人　小学生５年の部
優　勝　原　　和希（笛堂）
準優勝　永長　武留（南花内）
第３位　辻本　長誠（尺土）
個人　小学生６年の部
優　勝　森下　虎暉（疋田）
準優勝　尾方　弘忠（今在家）
個人　幼児の部
優　勝　中尾　塁（竹内）

▼体育振興課

　秋季市民スポーツ大会結果（10月 2日～ 30日）（敬称略）

市政
ニュース
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寒
い
冬
。
み
ん
な
で
走
ろ
う
！

葛
城
市
民
駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会　
参
加
者
募
集

スポーツ
　
　
　
参
加
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
者

　
　
　
と
き　
１
月
８
日
㈰

　
　
　
　

開
会
式　
午
前
８
時
30
分

　
　
　
と
こ
ろ　
新
庄
中
学
校
運
動
場

　
　
　
費
用　
無
料

種
目
・
距
離
・
ス
タ
ー
ト
時
刻

　

マ
ラ
ソ
ン

○
み
ん
な
で
楽
し
く
走
ろ
う
の
部

○
小
学
生
の
部

　

2.5
㎞
コ
ー
ス

　

午
前
９
時
ス
タ
ー
ト
予
定

○
中
学
生
の
部

○
一
般
の
部

　

5.0
㎞
コ
ー
ス

　

午
前
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト
予
定

申
し
込
み

　

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
一
般
の
部

は
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
１

月
５
日
㈭
ま
で
に
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
楽
し

く
走
ろ
う
の
部
は
、
当
日
集
合
場
所
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

駅
伝

○
小
学
生
の
部

○
中
学
生
の
部

○
一
般
の
部

　

5
区
間　

14
・
６
㎞

　

午
前
11
時
ス
タ
ー
ト
予
定

チ
ー
ム
編
成

　

1
チ
ー
ム
6
名
（
内
1
名
補
欠
）

申
し
込
み

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
12

月
16
日
㈮
ま
で
に
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
　
【
☎
（
48
）
６
６
０
０
】

　
葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
【
☎
（
69
）
６
９
６
１
】

環 境

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
か
ら
、「
蓮
花
ち
ゃ
ん
石
け
ん
」
が
誕
生
！ 

「
廃
食
油
石
け
ん
づ
く
り
教
室
」
参
加
者
募
集

　
使
用
済
み
の
食
用
油
か
ら
、
洗
濯
や
食
器

洗
い
に
役
立
つ「
蓮
花
ち
ゃ
ん
石
け
ん
」（
廃

食
油
石
け
ん
）
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
葛
城
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
菜

の
花
リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん
工
房
」
が
、
回
収

し
た
廃
食
油
か
ら
「
蓮
花
ち
ゃ
ん
石
け
ん
」

（
廃
食
油
石
け
ん
）
を
作
り
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
使
っ
た

方
か
ら
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
ご
要
望
に
お
応
え
し
、「
廃
食
油

を
使
っ
た
石
け
ん
づ
く
り
教
室
」
を
実
施
し

ま
す
。

　
作
り
方
は
と
て
も
簡
単
で
、
工
夫
次
第
で

素
敵
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

対
象　
市
内
在
住
の
方

　
　
　
（
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

と
き　
12
月
22
日
㈭

　
　
　
午
後
2
時
～
4
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
2
階　
第
3
研
修
室

内
容　
使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
を
使
い
、
石

　
け
ん
を
作
り
ま
す

定
員　
30
名

費
用　
無
料

申
し
込
み　
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
F
A
X

　

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
書
い
て
環
境
課
ま
で

　
お
送
り
く
だ
さ
い

　
（
12
月
16
日
必
着
）

あ
て
先　
〒
６
３
９
―
２
１
９
５

　
　
　
　
　
葛
城
市
柿
本
１
６
６
番
地

　
　
　
　
　
葛
城
市
役
所　
環
境
課

　
　
　
　
　
【
FAX
（
69
）
６
４
５
６
】

使用済み天ぷら油から生まれた、葛城
市の環境保全に寄与する廃食油石けん

▼
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で

イベント・募集
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12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」・
12
月
4
日
〜
10
日
は
「
人
権
週
間
」

人 権
　
国
際
連
合
は
、昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）

第
3
回
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
の
を
記
念
し
、昭
和
25
年
（
１
９
５
０
年
）

第
5
回
総
会
に
お
い
て
、
世
界
人
権
宣
言
が

採
択
さ
れ
た
12
月
10
日
を
人
権
デ
ー
と
定
め

る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
こ
れ
を

記
念
す
る
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
翌
年
の
昭
和

24
年
か
ら
毎
年
12
月
10
日
の
「
人
権
デ
ー
」

を
最
終
日
と
す
る
1
週
間
（
12
月
4
日
～
10

日
）
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
全

国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

と
き　
12
月
10
日
㈯

　
　
　
午
後
０
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
五
條
市
市
民
会
館
1
階
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
五
條
市
本
町
3
丁
目
1
―
13
）

内
容

○
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
奈
良

　
県
大
会
表
彰
式

○
一
日
人
権
擁
護
委
員
・
民
間
親
善
大
使

　
大
西
由
香
里
氏
の
講
演
と
歌

○
五
條
市
立
五
條
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

　
る
演
奏

申
し
込
み　
不
要
（
未
就
学
児
も
入
場
可
）

主
催　
奈
良
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク
協
議
会
（
奈
良
地
方
法
務
局
・
奈
良
県

　
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
・
奈
良
県
）

　
五
條
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.m

oj.go.jp/
jinkennet/nara/nara_index.htm

l

問
い
合
わ
せ

　
奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
【
☎
０
７
４
２
（
23
）
５
４
５
７
】

中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
並
び
に

心
に
響
く
ト
ー
ク
と
音
楽
の
つ
ど
い

　
新
成
人
と
し
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ

る
皆
さ
ん
の
新
た
な
門
出
を
祝
福
す
る
た
め
、

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年
４

　
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方

と
き　
1
月
9
日
（
月
・
祝
）

　
受
付　
午
前
9
時
～

　
開
始　
午
前
9
時
30
分
～

と
こ
ろ　
新
庄
文
化
会
館
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル

　
一
生
に
一
度
の
記
念
す
べ
き
成
人
式
を
自

分
達
の
手
で
準
備
・
運
営
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　
平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年
４

　
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課

催 し

平
成
24
年
成
人
式

成
人
式
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中
で
す
！

　

葛
城
市
で
は
、

市
内
在
住
の
65
歳

以
上
の
方
で
、
要

介
護
・
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
な

い
方
を
対
象
に
、

「
は
つ
ら
つ
健
康

教
室
（
後
期
）」
を
開
講
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
、
み
ん
な
で
楽
し

く
体
を
動
か
し
て
、
体
力
づ
く
り
に
挑
戦
し

て
み
ま
し
ょ
う
！

※
初
め
て
受
講
す
る
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

と
き　
1
月
10
日
～
3
月
27
日　

計
12
回

　
　
　

毎
週
火
曜
日

　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
10
時
45
分

と
こ
ろ　
ウ
ェ
ル
ネ
ス
新
庄

内
容　
簡
単
な
体
操
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

を
中
心
と
し
た
運
動
を
行
い
、
運
動
不
足

　

の
解
消
と
筋
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す

費
用　
申
込
時
に
3
か
月
分
３
０
０
０
円
を

　

前
納
し
て
く
だ
さ
い

定
員　
15
名
程
度
（
先
着
順
）

応
募
締
切　
12
月
26
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
寿
福
祉
課

福 祉

は
つ
ら
つ
健
康
教
室

参
加
者
募
集

イベント
募集

▼
詳
し
く
は
、
長
寿
福
祉
課
ま
で

▼
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
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12 月 1 月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

市役所 戸籍の届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
その他の業務 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○

新庄文化会館 ○ × × × × × × × × × ○
當麻文化会館 ○ × × × × × × × × × ○
歴史博物館 ○ × × × × × × × × × ○
相撲館 ○ × × × × × × × × × ○
當麻スポーツセンター ○ × × × × × × × × × ○
コミュニティセンター ○ × × × × × × × × × ○
新庄図書館 △ × × × × × × × × △ ○
當麻図書館 △ × × × × × × × × △ ○
中央公民館 ○ × × × × × × × × × ○
新庄健康福祉センター ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
當麻保健センター ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
いきいきセンター ○ ○ △ × × × × × × △ ○
ゆうあいステーション × × × × × × × × × × ○
ふるさと公園 ○ × × × × × × × × × ○
葛城山麓公園 × × × × × × × × × × ○
火葬場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
ウェルネス新庄 ○ ○ ○ ○ × × × × ※ ※ ○
公共バス「葛城号」 ○ ○ × × × × × × × × ○
公共バス「ミニバス」 ○ ○ × × × × × × × × ○
ゆうあいバス × × × × × × × × × × ○
○：通常業務日　　△：職員は出勤していますが、通常業務は行いません
×：休館・休業日　※：時間短縮営業を行います

火曜日コース
収集日 対象地区

12 月

20 日㈫ 西室
柿本

北花内
忍海
薑

新村
新町

南花内

西辻
南新町
新庄
葛木
大屋

北道穂
南道穂

23 日㈮
25 日㈰
27 日㈫
30 日㈮

１月
6 日㈮
8 日㈰

10 日㈫

月曜日コース
収集日 対象地区

12 月

19 日㈪ 疋田
南藤井
寺口
中戸

辨之庄
林堂
山田

平岡
山口
梅室
笛吹
脇田
東室
笛堂

22 日㈭
24 日㈯
26 日㈪
29 日㈭

１月
5 日㈭
7 日㈯
9 日㈪

年末年始のごみ収集（新庄クリーンセンター）

燃えるごみの収集日

不燃ごみの収集日
収集日 対象地区

12 月…
変更はありません

林堂
脇田
忍海
薑

新町
南花内
西辻

南新町
１月…
3 日㈫を 5 日㈭に
変更します。

資源ごみ（カン・ビン・ペットボトル）
の収集日

収集日 対象地区
12 月…
変更はありません

疋田
南藤井
寺口
山田

平岡
山口
梅室
笛吹

１月…
4 日㈬を 6 日㈮に
変更します。

ごみの持ち込み
年内の燃えるごみの最終受入
　12 月 30 日㈮
　午後 1 時〜 3 時（時間厳守）
　受入時間中に当センターへ持
ち込んでください。

し尿の汲み取り
　年末は大変混み合います。臨時
汲み取りを希望する方は、できる
だけ早く申し込んでください。

▼新庄クリーンセンター
【☎（69）3773】

新聞・雑誌・段ボールの収集日

※収集日が一部異なる地域があります。
　ご注意ください。

12 月・1 月中の変更はありません。

　現在、燃えるごみの日に新聞
紙や雑誌・段ボールが出されて
いることがあります。
　新聞紙や雑誌・段ボールは決
められた収集日または、各地域
および子ども会などの集団資源
回収に出されるようお願いしま
す。

年末年始の業務案内
　クリーンセンターなどの一部
の部署を除き、市役所は 12 月
28 日まで通常業務を行い、12
月 29 日から 1 月 3 日までが休
業となります。詳しくは右記の
表をご覧ください。
※戸籍に関する届出（出生届、
死亡届など）は、宿日直が取り
扱います。
　ただし出生届は、生まれた日
を含めて 14 日以内となってい
ますが、14 日目が 12 月 29 日
から 1 月 3 日までの間に到来
する場合は、1 月 4 日に届出す
ることができます。

犬の捕獲・犬猫の引き取り休止
　下記の期間中、犬の捕獲およ
び犬猫の引き取り業務を休止し
ます。
捕獲業務休止期間
　12 月 14 日㈬〜 1 月 9 日㈪
引き取り業務休止期間
　12 月 21 日㈬〜 1 月 9 日㈪
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まちの
ニュース

市政
ニュース

イベント
募集

地域安全
ニュース

子育て
健康

文化
教養

情報
相談

南今市・太田・長尾・木戸・尺土・八川・大畑
日 月 火 水 木 金 土

12 月 11 12 13
 燃える
 ごみ

14
 かん
 びん

15
 不燃
 ごみ

16
 燃える
 ごみ

17

18 19
 新聞・雑誌
 紙パック

20
 燃える
 ごみ

21
 ペット 
 ボトル

22
 燃える 
 ごみ

23 24

25 26 27
 燃える
 ごみ

28
 かん
 びん

29 30
 燃える
 ごみ

31

1 月 1 2 3 4
 燃える
 ごみ

5 6
 燃える
 ごみ

7

年末年始のごみ収集（當麻クリーンセンター）
兵家・竹内・當麻・勝根・今在家・染野・新在家・加守

日 月 火 水 木 金 土
12 月 11 12

 燃える
 ごみ

13
 段ボール

14
 ペット
 ボトル

15
 燃える
 ごみ

16
 新聞・雑誌
 紙パック

17

18 19
 燃える
 ごみ

20
 白色トレイ
 古布

21
 かん
 びん

22
 燃える
 ごみ

23 24

25 26
 燃える
 ごみ

27
 新聞・雑誌
 紙パック

28 29
 燃える
 ごみ

30 31

1 月 1 2 3 4
 燃える
 ごみ

5
 かん
 びん

6
 燃える
 ごみ

7

▼葛城地区休日診療所【☎ 0745（22）7003】
大和高田市西町 1―45　大和高田市保健センター 1 階　

診療科目
　内科・小児科・歯科
診療日
　日・祝日・年末年始 
受付時間
午前８時 30 分〜

11 時 30 分
午後１時〜３時 30 分
午後５時 30 分〜

８時 30 分
※歯科診療受付は午後
　３時 30 分まで

高
田
川

至葛城市

至広陵町至香芝市

▼橿原市休日診療所【☎ 0744（22）9683】
橿原市畝傍町 9―1 橿原市保健センター 1 階　

至八木
至
桜
井

至八木駅至八木

橿原
警察署

考古学
博物館

橿原
万葉ホール 畝傍北

小学校

奈良県
市町村会館

橿原市
市営駐車場

至橿原神宮 至橿原神宮前駅 至吉野

橿原市
保健センター1階

畝
傍
御
陵
前
駅

診療科目
　小児科
診療日
　毎日 
受付時間
午前 0 時〜 5 時 30 分

　葛城地区休日診療所では、大和高田市・香芝市・
葛城市・広陵町の住民の方々を対象に休日における
急病対策として診療を行っています。
　橿原市休日夜間応急診療所では、中南和地域の乳
幼児を対象に、深夜間における乳幼児の診療を行っ
ています。

両診療所を利用される方へ
○両診療所は休日に起こった急病人の応急診療のみ
　を行いますので、重症患者の治療は設備上できま
　せん。
○受付終了前は混雑する場合があります。受診され
　る方はできるだけ早い時間に来るようにしてくだ
　さい。
○受診の際には、健康保険証、後期高齢者医療被保
　険者証と、乳幼児医療費受給資格証などの各種受
　給者証等と、現金を必ず持参してください。
　また、救急車を呼ぶべきか、病院での診察を受け
るべきか、迷った場合は、
奈良県救急安心センター相談ダイヤル
【☎ #7119】（プッシュ回線・携帯電話）
【☎ 0744（20）0119】（ダイヤル回線・IP 電話）
へご相談ください。

年末年始に病気になったら…

し尿の汲み取り
　12 月 29 日㈭から 1 月 4 日㈬まで
は休みです。1 月 5 日㈭は午前中で業
務が終了します。臨時汲み取りの年内
汲み取りの申し込みは、12 月 21 日
㈬までです。
　休み期間中は、臨時汲み取りもあり
ませんので、事前に便槽を確認のうえ、
汲み取りが必要な場合は、當麻クリー
ンセンターまで連絡し、汲み取りを済
ませてください。

▼當麻クリーンセンター
【☎（48）2058】

　當麻クリーンセンターは、現在、解
体工事中につき、ごみの持ち込みはで
きません。
　ごみ収集車による対応のみとなりま
すので、ごみカレンダーの収集日に合
わせて、決められたごみステーション
に収集当日の午前 8 時 30 分までに出
してください。
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地域安全ニュース

消
防
団
防
火
宣
伝
パ
レ
ー
ド

　
秋
季
火
災
予
防
運
動（
11
月
9
日
～
15
日
）

の
一
環
と
し
て
、
11
月
13
日
、
市
消
防
団
・

消
防
署
の
合
同
に
よ
る
防
火
宣
伝
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
署
で
の
出
発
式
の

後
、
広
報
車
を
先
頭
に
市
内
住
民
の
皆
さ
ん

に
火
災
予
防
を
訴
え
ま
し
た
。

踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
平
成
23
年
度
「
踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
が
11
月
1
日
か
ら
10
日
間
、「
み
ん

な
で
な
く
そ
う
踏
切
事
故
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
実
施
さ
れ
、
本
市
で
は
市
内
各
駅
前
踏

切
で
市
交
通
指
導
員
に
よ
る
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
踏
切
で
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、
踏
切

を
通
行
す
る
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行

者
の
皆
さ
ん
は
、
無
理
な
横
断
は
せ
ず
、
踏

切
直
前
で
は
一
旦
止
ま
っ
て
前
方
と
左
右
の

安
全
を
確
か
め
て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

▼
水
道
課

　
口
座
振
替
（
口
座
か
ら
の
自
動
引
き
落
と

し
）
に
す
る
と
、

▽
お
支
払
い
の
際
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

　
に
出
向
く
手
間
が
は
ぶ
け
ま
す
。

▽
お
支
払
い
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま

　
す
。

▽
長
い
旅
行
に
も
、
安
心
し
て
出
か
け
ら
れ

　
ま
す
。

▽
口
座
振
替
に
よ
る
納
入
は
、
納
付
書
に
よ

　
る
お
支
払
い
に
比
べ
て
、
金
融
機
関
等
へ

　
出
向
く
手
間
や
支
払
い
忘
れ
が
な
く
、
大

　
変
便
利
な
た
め
、
水
道
課
で
は
口
座
振
替

　
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

▽
水
道
料
金
等
の
振
替
日
は
偶
数
月
の
10
日
、

　
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
で
す
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
お
支
払
い
は

　
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　
次
の
①
か
ら
③
を
下
記
の
金
融

　
機
関
に
お
持
ち
に
な
り
、
備
え
付
け
て
あ

　
る
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
う
え
、
金
融
機
関
の
窓
口
へ
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

①
金
融
機
関
の
通
帳

　
（
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
）

②
通
帳
の
お
届
け
印

③「
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」ま
た
は「
納

　
入
通
知
書
兼
領
収
書
」

※
下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の

　
届
け
出
に
よ
り
、
下
水
道
料
金
も
口
座
振

　
替
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関（
各
本
支
店
）

南
都
銀
行
／
り
そ
な
銀
行
／
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
／
近
畿
大
阪
銀
行
／
大
和
信
用
金
庫

／
奈
良
中
央
信
用
金
庫
／
奈
良
県
農
業
協
同

組
合
／
第
三
銀
行
／
ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）

▼
問
い
合
わ
せ
は
、

水
道
課
【
☎
（
48
）
４
７
０
７
】
ま
で

暮らし

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、

大
変
便
利
な
口
座
振
替
で
！

暮らし

寒
さ
に
備
え
て

水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を
！

　
寒
い
日
が
続
き
、
明
け
方
の
気
温
が
氷
点

下
ま
で
下
が
る
と
蛇
口
や
水
道
管
が
凍
っ
た

り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
特
に
、
屋
外
で

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
日
陰
で

風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
な
ど
は
凍
結
し
や

す
い
た
め
、
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道

管
に
保
温
材（
布
き
れ
、毛
布
な
ど
）を
巻
き
、

濡
れ
な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

を
す
き
間
な
く
巻
い
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

　
凍
結
し
た
と
き
は
、
自
然
に
と
け
る
の
を

待
つ
の
が
一
番
で
す
が
、
急
ぐ
と
き
に
は
、

凍
結
し
た
蛇
口
や
水
道
管
に
タ
オ
ル
な
ど
を

か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
（
熱
湯
は
、
水
道
管
や

蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
を
ゆ

っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。
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忙
し
い
時
季
を
迎
え
て

　
「
火
」
の
使
用
に
は
ご
注
意
を
！

▼消防署への問い合わせは、
一　　般【☎（69）7171】
火災案内【☎（69）9988】

☎119 〜火災・救急・救助の統計〜

平成 23年 10月中 平成 23年の累計
火　災 1 件 火　災 3 件
救　急 121 件 救　急 1156 件
救　助 0 件 救　助 13 件

　住宅用火災警報器
つけましたか？　

自
衛
官
募
集

　
年
末
は
大
掃
除
な
ど
何
か
と
慌
た
だ
し
く
、

防
火
に
対
す
る
注
意
が
怠
り
が
ち
に
な
る
だ

け
で
な
く
、「
火
」
を
使
用
す
る
機
会
も
よ

り
一
層
多
く
な
り
ま
す
。

　
火
災
の
大
半
は「
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
」

が
、
主
な
原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

放
火
に
よ
る
火
災
が
多
く
な
る
時
季
で
も
あ

り
ま
す
。

　

消
防
署
で
は
年
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
、

火
災
の
警
戒
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

も
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
の
火
災
予
防

○
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
暖
房
器
具
の
取
扱
い
に

　
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
す
ば
や
く
消
火
す
る
た
め
に
、
住
宅
用
消

　
火
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

　
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り

○
大
掃
除
で
出
た
ご
み
な
ど
を
家
の
周
り
に

　
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ご
み
は
収
集
日
の
朝
、
決
め
ら
れ
た
場
所

　
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
家
の
周
り
は
明
る
く
し
、
整
理
整
頓
し
て

　
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
防
衛
省
で
は
、
平
成
23
年
度
採
用
の
高
等

工
科
学
校
生
徒
お
よ
び
平
成
24
年
度
採
用
の

予
備
自
衛
官
補
・（
一
般
・
技
術
）
幹
部
候

補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
陸
上
自
衛
隊
）

応
募
資
格

　
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
者
（
男
子
の
み
）

受
付
期
間

　
1
月
6
日
㈮
ま
で

試
験
日

　
1
次
試
験　
1
月
14
日
㈯

　
2
次
試
験　
1
月
28
日
～
31
日
ま
で
の
間

　
の
指
定
す
る
1
日

　
予
備
自
衛
官
補

応
募
資
格

　
一
般
公
募　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
男
女

　
技
能
公
募　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

　
等
を
有
す
る
者
（
自
衛
官
で
あ
っ
た
者
は

　
自
衛
官
で
あ
っ
た
期
間
が
1
年
未
満
で
あ

　
る
者
）

受
付
期
間

　
1
月
中
旬
～
4
月
初
旬

試
験
日

　
4
月
下
旬

　
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

応
募
資
格

　

 

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
男
女

　
（
平
成
25
年
4
月
1
日
現
在
）

受
付
期
間

　
4
月
初
旬
～
5
月
初
旬

試
験
日

　
1
次
試
験　
5
月
中
旬

　
2
次
試
験　
6
月
中
旬
の
指
定
す
る
日

　
3
次
試
験　
7
月
中
旬
～
8
月
初
旬

※
海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
飛
行
要
員
の
み
3

　
次
試
験

資
料
請
求

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
資
料
閲
覧
、
請
求

が
で
き
ま
す
。

　
奈
良
地
方
協
力
本
部
（
Ｐ
Ｃ
用
）

　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/nara

問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
橿
原
地
域
事
務
所

　
【
☎
０
７
４
４
（
29
）
９
０
６
０
】

地域安全
ニュース
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子育て・健康

※
つ
ど
い
の
広
場
で
は
お
話
を
楽
し
む
日
と

　
童
謡
を
楽
し
む
日
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
施
設
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

★
お
話
を
楽
し
む
日
　
午
前
10
時
30
分
〜

　
12
月
5
日
㈪　
當
麻
文
化
会
館
３
階

　
12
月
7
日
㈬　
當
麻
児
童
館

　
12
月
14
日
㈬　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
1
月
11
日
㈬　
磐
城
児
童
館

　
1
月
16
日
㈪　
當
麻
文
化
会
館
３
階

　
1
月
18
日
㈬　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
童
謡
を
楽
し
む
日
　
午
前
10
時
〜

　
1
月
16
日
㈪　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

12
月
・
1
月
の
予
定

12
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

1
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

■つどいの広場　
■キンダーランド
■わんぱくルーム
■ひよこルーム

○こあらルーム
　12/12㈪
　1/16㈪
○らっこルーム
　12/19㈪
　1/23㈪

▼
詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼子育て支援センター
（新庄健康福祉センター内）

【☎（69）5241】
【FAX（69）5301】

子
育
て
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た

『
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
』
を
し
ま
し
た

　
10
月
28
日
（
新
庄
地
区
）・11
月
25
日
（
當

麻
地
区
）
実
施
の
ひ
よ
こ
ル
ー
ム
（
1
歳
児

の
年
齢
別
つ
ど
い
）
で
、
保
護
者
を
対
象
に

市
の
発
達
相
談
員
（
臨
床
心
理
士
）
石
野
友

子
先
生
か
ら
『
1
歳
児
の
育
ち
と
か
か
わ
り

方
に
つ
い
て
』
の
お
話
を
聴
く
機
会
を
持
ち

ま
し
た
。

　
自
分
が
子
育
て
を
す
る
な
か
で
、

○
や
っ
て
あ
げ
よ
う
と
す
る
と
何
で
も
自
分

　
で
！
と
い
う
の
で
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

　
う
。

○
ダ
ダ
を
こ
ね
る
と
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
。

…
な
ど
の
悩
み
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
石
野
先
生
か
ら
１
歳
児
の

子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

1
歳
児
・
こ
の
時
期
の
子
ど
も
は
…

「
自
我
が
芽
生
え
・
育
っ
て
い
く

と
て
も
大
事
な
時
期
」

①
自
由
に
動
け
て
、
い
ろ
い
ろ
挑
戦
し
た
く

　
な
る
時
期

②
２
つ
の
世
界
が
わ
か
っ
て
く
る
時
期

③
し
っ
か
り
「
し
つ
け
」
が
必
要
な
時
期

　
今
の
子
ど
も
の
姿
が
大
切
な
将
来
の
生
き

る
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
や
、
子
ど
も

を
叱
る
と
き
は
、

①
「
叱
る
こ
と
は
、
通
訳
す
る
こ
と
」

②
「
少
な
く
・
短
く
・
い
つ
も
同
じ
尺
度
」

③
「
ア
カ
ン
！
は
ダ
メ
、
ア
カ
ン
こ
と
を
具

　
体
的
に
教
え
よ
う
」

と
、
上
手
な
叱
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
も
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

話
が
終
わ
っ
た
後
、
保
護
者
の
方
は

　
『
言
う
こ
と
も
聞
い
て
く
れ
な
い
し
、
ど

　
う
し
て
う
ち
の
子
ど
も
は
こ
う
な
の
か
な

　
…
と
い
う
思
い
で
子
ど
も
と
か
か
わ
る
こ

　
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
今
日
話
を
聴
い
て

　
「
み
ん
な
同
じ
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
ん
だ
、

　
ち
ょ
っ
と
関
わ
り
方
を
変
え
て
み
よ
う
」

　
と
思
い
ま
し
た
』

と
感
想
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
11
月
10
日
、
大

阪
樟
蔭
女
子
大
学

講
師
・
阿
部
直
美

先
生
を
お
迎
え
し

て
、
ゆ
う
あ
い
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
親

子
ふ
れ
あ
い
遊
び

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
79
組
の
親
子
が
参
加
し
、
ま
ね
っ
こ
遊
び

や
わ
ら
べ
う
た
遊
び
を
し
な
が
ら
、
親
子
で

の
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
経
験
し
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
歩
い
た

り
、
抱
っ
こ
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
体
操
を

し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
遊
ん
だ
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
満

足
そ
う
で
し
た
。

　
終
わ
り
に
阿
部
先
生
は
、「
今
日
一
緒
に

遊
ん
だ
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
自
分
な
り
に
ア
レ

ン
ジ
し
て
子
ど
も
さ
ん
と
ゆ
っ
た
り
と
か
か

わ
る
時
間
を
、
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い

ね
」
と
お
母
さ
ん
方
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
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葛
城
っ
子
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
シ
ョ
ッ
ト

　
素
敵
な
作
品
い
ー
っ
ぱ
い
！

　
―
心
を
育
む
―
　「
ふ
れ
あ
い
制
作
展
」　
　

新
庄
小
学
校
附
属
幼
稚
園

健 康 増 進 課
インフォメーション

▼健康増進課
（新庄健康福祉センター）

【☎（69）9900】

が
ん
検
診　
も
う
受
け
ま
し
た
か
？

〜
個
別
検
診
の
期
日
が
迫
っ
て
い
ま
す
〜

▼
健
康
増
進
課

　
が
ん
は
自
身
の
知
ら
な
い
う
ち
に
進
行
し

ま
す
。
初
期
の
が
ん
で
は
自
覚
症
状
が
現
れ

な
い
こ
と
が
多
く
、
自
覚
し
た
時
に
は
す
で

に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
葛
城
市
で

亡
く
な
る
方
の
3
人
に
1
人
は
、
が
ん
が
原

因
で
す
。
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
、
病
気

の
芽
が
ま
だ
小
さ
い
う
ち
に
摘
み
取
っ
て
し

ま
い
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
で
は
各
種
が
ん
検
診
と
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
年
齢
、

実
施
場
所
・
期
間
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
集
団
検
診
の
機
会
を
逃
し
た
方
、
ま
だ
一

度
も
受
け
て
い
な
い
方
は
、
ま
だ
ま
だ
チ
ャ

ン
ス
が
あ
り
ま
す
！
ま
ず
は
健
康
増
進
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
問
診
票
を
取

り
に
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
當
麻

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

検診名 対象者 自己負担金額 実施場所 実施期間
大腸がん検診 市内在住の 40 歳以上の方 500 円

市内指定
医療機関 1 月 31 日まで

胃がん検診 市内在住の 40 歳以上の方 3,000 円

前立腺がん検診
市内在住の 50 歳以上の男性
※平成 21年、22年度の受診結果が「異
　常なし」の方は受診できません

500 円

肝炎ウイルス検診 市内在住の 40 歳以上の方のうち、一度
も検診を受けたことのない方 無料

子宮がん検診
市内在住の 20 歳以上の女性
※平成 22年度に市の子宮がん検診を受
　診された方は受診できません

頸部のみ　　2,000 円
頸部・体部　2,900 円 県内指定

医療機関 3 月 31 日まで
乳がん検診

市内在住の 40 歳以上の女性
※平成 22年度に市の乳がん検診を受診
　された方は受診できません

40 歳代　　2,500 円
50 歳以上　2,000 円

　

新
庄
幼
稚
園
で
は
毎
年
、「
ふ
れ
あ
い
制

作
展
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

お
う
ち
の
方
々
と
と
も
に
、
身
近
な
材
料
や

自
然
物
な
ど
を
用
い
て
様
々
な
作
品
を
制
作

す
る
機
会
で
す
。

　
玄
関
で
は
、
年
長
児
共
同
制
作
に
よ
る
動

物
や
年
少
児
制
作
の
小
鳥
た
ち
が
お
う
ち
の

方
々
を
お
出
迎
え
。「
こ
の
キ
リ
ン
、
み
ん

な
で
作
っ
た
ん
だ
よ
！
」
と
、
得
意
気
に
話

す
子
─
─
。

　
友
だ
ち
と
協
力
し
て
作
っ
た
こ
と
が
よ
ほ

ど
嬉
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。「
上
手
に
作
っ

て
あ
る
。
す
ご
い
！
」
と
ほ
め
て
い
た
だ
き
、

大
喜
び
で
す
。

　
そ
の
後
部
屋
で
は
、
親
子
で
秋
の
壁
掛
け

や
ク
リ
ス
マ
ス
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
を
共
同

制
作
し
ま
し
た
。
松
ぼ
っ
く
り
や
リ
ボ
ン
な

ど
を
「
こ
こ
に
つ
け
よ
う
か
？
」「
リ
ボ
ン

を
付
け
た
ら
か
わ
い
い
よ
」
と
相
談
し
た
り
、

「
こ
こ
、
ち
ょ
っ
と
持
っ
て
！
」
と
力
を
合

わ
せ
た
り
し
な
が
ら
、
作
品
が
次
第
に
で
き

上
が
り
ま
す
。
ど
の
作
品
も
家
族
の
つ
な
が

り
が
感
じ
ら
れ
る
、
世
界
で
た
っ
た
一
つ
の

素
敵
な
作
品
で
す
。

　
今
回
の
制
作
展
を
通
し
て
、
作
る
楽
し
さ
、

工
夫
す
る
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
つ
つ
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
心
も
豊
か
に
家
路
に
つ

い
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

子育て
健康
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　歴史博物館
　【☎（64）1414】
　忍海 250―1
　近鉄忍海駅下車すぐ

新庄文化会館　　
【☎（69）4600】
當麻文化会館　　
【☎（48）5000】

【公開講座】

葛城学へのいざない

「豊
とよとみ

臣恩
お ん こ

顧の大名　桑
くわやま

山一族」

とき　12 月 10 日㈯　午後 2 時〜
ところ　歴史博物館２階　あかねホール
講師　田中　慶治（当館学芸員）
定員　100 名程度（参加無料）
申し込み　電話もしくは直接窓口にて受付

【常設展】
会期　開催中
入館料　大人　　　　　200 円
　　　　高校・大学生　100 円
　　　　小・中学生　　  50 円
休館日　毎週火曜日／第２・第４水曜日

　　ヒメいよレポート

　特別展『新庄藩主桑山一族の興隆』
　好評のうちに閉幕

　　▲特別展の観覧につめかける来館者

　10 月 15 日から 11 月 27 日まで、当館特別
展示室にて開催しました、特別展『新庄藩主桑
山一族の興隆』は、大勢の来館者を得て好評の
うちに閉幕しました。
　また、会期中 2 回にわたり開催しました特
別展記念講演会でも、多くの方が講演会場につ
めかけ、関ヶ原の合戦後の慶長六年（1601）に、
新庄藩主として入った大名 - 桑山氏に関する話
を、興味深く熱心に聴いておられました。

▼新庄文化会館（マルベリーホール）

12 月 12 日㈪
葛城市内幼稚園　五園合同観劇会
　入　場　関係者のみ
　と　き　午前 10 時〜
　連絡先　新庄北幼稚園【☎（69）6122】
　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊都合により一部催し物が変更になる場合が
　あります。ご了承ください。
＊準備､ リハーサルなどでの使用に関しては
　本表に記載しておりません。
＊詳細は主催者にお問い合わせください。

催
し
物
の
ご
案
内

第 4 回　Ensemble WIZ
クリスマスコンサート

とき　12 月 18 日㈰
　開場　午後 1 時 30 分
　開演　午後 2 時
ところ　當麻文化会館
　今年はゲストに白鳳中学校吹奏楽部の皆さんを
お迎えし、ますますにぎやかなコンサート！！
曲目は大人も子どもも楽しめる、
　　「越冬つばめ」「オペラ座の怪人」
　　「マル・マル・モリ・モリ！」
　　「上を向いて歩こう」など盛りだくさん♪
主催・問い合わせ
　當麻文化会館【☎（48）5000】

ミッフィーこどもミュージカル
ミッフィーのせかいりょこう

とき　3 月 11 日㈰
　1 回目　開演　午前 10 時 30 分
　2 回目　開演　午後 2 時（各回 30 分前開場）
ところ　新庄文化会館マルベリーホール
チケット料金　全席指定（税込）
　一　般　1,500 円
　友の会　1,300 円（1 会員につき 2 枚まで）
※３歳以上は有料です。
　（３歳未満でも座席が必要な場合は有料）
チケット発売日
　一　般　12 月 10 日㈯　午前 10 時〜
　　　　　（電話予約　午後 1 時〜）
　友の会　電話先行予約　12 月 3 日㈯
　　１回目　午前 10 時〜
　　２回目　午後 2 時〜
前売場所　新庄文化会館　ローソンチケット
　奈良テレビ放送㈱
主催・問い合わせ
　新庄文化会館【☎（69）4600】
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新庄図書館　【☎（69）4646】
當麻図書館　【☎（48）6000】

文化
教養

広　告

　※新着図書はほかにもいろいろあります。ご来館のうえ、ぜひご覧ください。図書館ホームページにも掲載しています。

　　おはなし会
　とき　12月 24日㈯　午後 2時～
　ところ　新庄図書館　ふれあいルーム
　『お楽しみクリスマス会』
　　人形劇：大和のカエルと大阪のカエル
　　パネルシアター：どうぞのいす
　　ペープサート：だるまさんが
　　大型絵本：まどからのおくりもの
　　紙芝居：クリスマスのてがみ

　　新着図書
　【一般書】
　オーロラ―ウォッチング＆撮影ガイド　オーロラに会いに行く―
　井上ひさしの日本語相談
　真夜中の探偵

　【児童書】
　みんなで見守る世界遺産白神山地
　できたよ、一輪車
　ひきざんもできる名犬シロ

赤祖父俊一　新庄館
井上ひさし　新庄館
有栖川有栖　當麻館

斎藤　宗勝　當麻館
日本一輪車協会　當麻館

東　君平　新庄館

　とき　12月 4日㈰　午後 1時 30分～
　ところ　當麻図書館　おはなしの部屋
　『小さい子のためのプログラム』
　　絵本：まりーちゃんのクリスマス
　　おはなし：世界で一番ちいさいクリスマス
　　パネルシアター：森のクリスマス
　『大きい子のためのプログラム』
　　おはなし：かさじぞう　
　　絵本：ゆうかんなアイリーン　

　※おはなしが始まるとへやには入れません。時間に間に合うようにお越しください。

　　 葛城市子どもと楽しむ本の世界連続講座第4回参加者募集

　　『おはなしをこどもたちに』
　対象　大人 40名
　とき　1月 29日㈰　午後 2時～ 3時 20分
　ところ　新庄図書館学習室
　講師　中尾　幸氏（竹の子文庫主宰）
　参加費　無料

　　年末年始の休館にともなう、特別貸出を実施します

　期間　12月 10日㈯～ 12月 25日㈰
　貸出冊数　1人 10冊
　返却期限　1月 9日（月・祝）
　この機会にどうぞご利用ください。

広告募集中
　広報かつらぎ、ホームページと公共バスでは、広告
の掲載を募集しています。

媒体 広告料
広報かつらぎ 1号につき　10,000 円
ホームページ 月額　5,000 円
公共バス
「葛城号」・「ミニバス」

月額　1,000 円～ 4,500 円
※掲載位置により異なります

　皆さまの大切な資産を活用することで得られた広告
料収入は、市政の貴重な財源として役立てられます。

▼広告掲載に関するお問い合わせは、企画政策課まで
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INFORMATION　　 INFORMATION

　12 月は、市県民税　第 4 期、
　国民健康保険税　第 6 期

の納付月です。
　納期限は 12 月 26 日㈪です。
　納期内納付にご協力ください。
　口座振替をご利用の方は、納期
限の日が振替日になっています。
前日までに預貯金残高の確認をお
願いします。

▼収納促進課・税務課・保険課

税の納期

　次の期間中、霊苑への通路を終
日開放します。
　12 月 27 日㈫〜 1 月 4 日㈬
　午前 8 時 30 分〜午後 5 時

▼環境課

霊苑への通路の開放

　シベリア戦後強制抑留者に対す
る特別給付金を支給しています。
対象　旧ソ連邦またはモンゴル国
　の地域における戦後強制抑留者
　で、平成 22 年 6 月 16 日に日
　本国籍を有するご存命の方
請求期限　平成 24 年 3 月 31 日
※請求書をお持ちでない方は、至
　急、下記までご連絡ください。
問い合わせ　独立行政法人平和記
　念事業特別基金　事業部特別給
　付金認定担当
　【☎ 0570-059-204（ナビダイ
　ヤル）】
　※ IP 電話・PHS からは、
　【☎ 03（5860）2748】
受付　平日午前 9 時〜午後 6 時

▼社会福祉課

戦後強制抑留者の方へ

○新たな国民病「慢性腎臓病」
○体験コーナー「みそ汁で味くらべ」
とき　12 月 17 日㈯
　午後 2 時 30 分〜 4 時 30 分
ところ　中央公民館小ホール
　　　　（南藤井 17 番地）
講師　医療法人友愛会
　かつらぎクリニック院長
　西野　俊彦　先生　　
申し込み　奈良県葛城保健所母子
　健康推進係まで電話か FAX で
　お申し込みください。
　定員（100 名）になり次第締
　め切ります。
　【☎ 0745（22）1701】
　【FAX0745（23）8460】

▼健康増進課

慢性腎臓病（CKD）講演会

申請関係書類交付期間
　12 月 15 日㈭〜

申請関係書類受付期間
　1 月 16 日㈪〜 2 月 10 日㈮
交付受付ともに、午前 9 時〜午
後 5 時まで（閉庁日を除く）、新
庄庁舎環境課で行います。

▼詳しくは、環境課まで

一般廃棄物収集運搬業の許可申請

地域サロンの開催

～みんなで集まりましょう～
　障がいがある方のいる家族のな
かには、不安を抱え込み、もっと
いろいろなことを知る機会があれ
ばと思っている方がいらっしゃい
ます。
　今回、「みんなで気軽に集まれ
る場所」をつくりたいと考えまし
たので、関心をもたれた方は、ど
うぞお集まりください。
対象　知的・身体・発達障がいの
　ある方のいる家族の方
とき　12 月 15 日㈭
　　　午前 10 時〜正午
ところ　大和高田市総合福祉会館
　ゆうゆうセンター２階会議室
　（大和高田市大字池田 418―1）
費用　無料
申し込み　12 月 9 日㈮までに電
　話または FAX で、下記までお
　申し込みください。
　中和地区 3市 1町障がい者自
　立支援協議会・生活支援部会事
　務局　どんぐり（担当：中村）
　【☎ 0745（78）5599】
　【FAX0745（78）6182】

就業相談ステーション

　若年層等の就労支援のために、
市が主催となって実施する就業相
談会で、相談支援等の充実をはか
るためにキャリアカウンセリング
を実施します。
○香芝市仕事のなんでも相談会
とき　12 月 16 日㈮
　　　午後 1 時〜 4 時
　　　予約制（当日可）
　　　※先着 4 名まで
ところ　香芝市役所会議室棟
　　　　2 階第１会議室
申し込み・問い合わせ　
　香芝市役所商工農産課
　【☎ 0745（76）2001】まで
○橿原市就業相談ステーション
IN かしはら
とき　12 月 27 日㈫
　　　午前 10 時〜午後 4 時
　　　予約制（当日可）
ところ　かしはらナビプラザ
　　　　4 階相談室
申し込み・問い合わせ　
　橿原市役所商工経済課
　【☎ 0744（21）1212】まで

新聞・雑誌・紙パックなどの収集

當麻地区の皆さんへ　

　本年 10 月より、毎月２回の新
聞・雑誌等の収集形態が今までと
変更になっております。
　新聞のみを収集する車両と、雑
誌・紙パック・雑紙を収集する車
両とに分かれて収集しております。
そのため、収集物によって収集時
間が異なります。

▼詳しくは、
　當麻クリーンセンター
　　　【☎（48）2058】まで
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相 談 名 月 日 時 間 場 所 問 い 合 わ せ

人権・行政・
心配ごと相談

12 月 1 日 ㈭
9:00 〜 12:00

當麻文化会館 3 階 総務財政課・人権政策課
または
社会福祉協議会【☎（48）3373】

12 月 8 日 ㈭ 新庄庁舎 4 階
12 月 15 日㈭ 忍海集会所
＊相談は先着順で、申し込みは不要です。

弁護士による
法律相談

12 月 15 日㈭
13:00 〜 16:00

新庄庁舎 4 階
企画政策課

12 月 22 日㈭ 當麻文化会館 3 階
＊ 1 回 20 分（要予約）です。企画政策課へ申し込んでください。

中南和法律相談センター
法律相談

毎 週 月 曜 日
13:00 〜 16:00

五條市福祉センター
奈良弁護士会

【☎ 0742（22）2035】毎 週 火 曜 日 桜井市役所
毎 週 木 曜 日 大和高田市総合福祉会館
＊ 1 回 30 分（要予約）です。その他の開催日は奈良弁護士会へ問い合わせてください。

健康相談 12 月 22 日㈭ 10:00 〜 11:00 新庄健康福祉センター 健康増進課
＊血圧測定・尿検査など。健康手帳のある方は、お持ちください。

乳幼児健康相談
12 月 5 日 ㈪

10:00 〜 11:00
當麻保健センター

健康増進課
12 月 13・14 日 新庄健康福祉センター
＊身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談。母子健康手帳をお持ちください。

母子家庭等の自立支援
のための巡回就業相談

12 月 9 日 ㈮ 10:00 〜 16:00 當麻庁舎市民相談室 子育て福祉課
＊ 1 回約 1 時間（要予約）です。子育て福祉課へ申し込んでください。

増改築・耐震相談

12 月 4 日 ㈰ 9:00 〜 12:00 當麻文化会館 葛城市建築組合
藤井本正明【☎（69）2753】（當麻）
藤井本　弘【☎（69）2877】（新庄）
または都市計画課

12 月 24 日㈯ 13:00 〜 17:00 中央公民館
1 月 8 日 ㈰ 9:00 〜 12:00 當麻文化会館
＊増改築や耐震に備えての相談に応じます。

消費生活相談

毎 週 月 曜 日
10:00 〜 12:00
13:00 〜 16:00

當麻庁舎 1 階
商工観光課または
御所市役所市民課

【☎ 0745（62）3001】
1 月 4 日 ㈬ 新庄庁舎 4 階
毎 週 木 曜 日 御所市役所
＊「架空請求」や「悪質商法」などの消費生活に関する相談に応じます。

　 INFORMATION
今月の無料相談／休館・休園日　　

今月の
休館・休園日

12 月 1 月
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

新庄図書館 休 休 休 休 ※ 休 休 年末年始休業 ※
當麻図書館 休 休 休 休 ※ 休 休 年末年始休業 ※
新庄文化会館 休 休 休 休 休 休 年末年始休業 休
當麻文化会館 休 休 休 休 休 休 年末年始休業 休
歴史博物館 休 休 休 休 休 休 年末年始休業 休
相撲館 休 休 休 休 休 休 休 休 年末年始休業 休
當麻スポーツセンター 休 休 休 休 休 休 年末年始休業 休
コミュニティセンター 休 休 休 休 休 休 年末年始休業 休
中央公民館 休 休 休 休 休 休 年末年始休業 休
ふるさと公園 休 休 休 休 休 休 休 休 年末年始休業 休
葛城山麓公園 休 休 休 休 休 休 休 年末年始休業 休
いきいきセンター 休 休 休 休 休 ※ 年末年始休業 ※
ゆうあいステーション 休 休 休 休 休 休 年末年始休業 休

※：職員は出勤していますが、通常業務は行いません。
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お二 人の動き　11 月 1日現在（前月比）
人 口 36,459 人 （＋ 34人）
男 17,562 人 （＋ 18人）
女 18,897 人 （＋ 16人）

世帯数 13,220 戸 （＋ 26戸）

人
の
真
似
は
し
た
く
な
い

自
分
だ
け
の
し
め
縄
を
作
る

　

東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
、
台
風
12
号
が

奈
良
県
に
も
た
ら
し
た
甚
大
な
被

害
な
ど
…
人
々
の
心
に
深
く
刻
ま

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
２
０
１
１
年
。

　
「『
来
年
は
良
い
年
に
な
っ
て
欲

し
い
』
と
願
い
な
が
ら
、
一
つ
一

つ
し
め
縄
を
作
っ
て
い
ま
す
」

　

お
正
月
を
迎
え
る
準
備
品
と
し

て
、
家
庭
用
の
し
め
縄
作
り
が
最

盛
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
し
め
縄
作
り
名
人
と
し
て
市

内
外
で
有
名
な
池
之
側
輝
男
さ
ん

（
林
堂
）
は
語
り
ま
す
。

　
「
し
め
縄
作
り
は
10
年
程
前
か

ら
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
う
ち
の

親
父
が
作
っ
て
い
て
、
知
人
に
教

え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
ね
。
初
め

は
、
人
に
見
せ
ら
れ
な
い
く
ら
い

下
手
だ
っ
た
ん
で
す
よ
」

　

現
在
で
は
口
コ
ミ
で
評
判
が
広

が
り
、
市
内
外
で
講
師
を
務
め
た

り
、
地
元
林
堂
の
神
社
な
ど
に
も

し
め
縄
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
池
之
側
さ
ん
は
、
昔
か
ら
人

の
真
似
す
る
の
が
嫌
い
、
と
き
っ

ぱ
り
。
し
め
縄
に
も
独
創
的
で
ユ

ニ
ー
ク
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。

わら細工作り
　　　　　　　　　　　　　
池之側　輝男さん（79歳）

　
「
し
め
縄
の
両
端
が
反
っ
て
い

る
形
に
は
、
右
肩
上
が
り
に
運
気

が
上
昇
す
る
願
い
を
込
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
葉
付
き
の
み
か
ん
は

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
表

し
、『
心
を
合
わ
せ
よ
う
』
と
意

味
で
、
う
ら
じ
ろ
は
２
枚
で
す
。

市
内
に
も
し
め
縄
を
作
っ
て
い
る

人
は
た
く
さ
ん
い
て
、
み
ん
な
個

性
豊
か
で
す
ね
」

も
ら
っ
た
人
に
喜
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
一
番
嬉
し
い

　

わ
ら
の
香
り
が
漂
う
工
房
で

は
、
し
め
縄
以
外
に
も
た
く
さ
ん

の
作
品
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
神

新しい年に幸せの願いを込めて　　　　　　　　　　　　　　　平成 23年の年の瀬に　

社
用
の
大
き
な
し
め
縄
や
、
飾
り

用
の
宝
船
、小
さ
い
わ
ら
じ
な
ど
、

ど
れ
も
家
族
と
作
っ
た
大
切
な
作

品
で
す
。

　
「
家
族
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、

編
む
の
は
３
人
が
か
り
で
す
。
み

ん
な
の
意
見
を
少
し
ず
つ
取
り
入

れ
て
形
に
し
て
い
ま
す
ね
」

　

時
々
、
亡
き
友
人
が
く
れ
た
絵

付
け
の
ひ
ょ
う
た
ん
を
見
て
、
友

人
の
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
が
あ

る
と
い
う
池
之
側
さ
ん
。
同
じ
よ

う
に
、
作
品
を
残
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
が
自
分
の
生
き
た
証
し

に
な
れ
ば
い
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
も
ら
っ
た
人
に
喜
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
、一
番
嬉
し
い
で
す
ね
。

人
の
た
め
に
何
か
を
残
す
こ
と
が

人
生
に
は
大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。
今
は
こ
れ
が
生
き
が
い
。
こ

の
年
に
な
っ
て
も
健
康
だ
か
ら
出

来
る
こ
と
だ
し
、
感
謝
せ
な
あ
か

ん
ね
」

　

そ
う
語
る
池
之
側
さ
ん
の
顔
に

は
、
人
生
の
充
実
感
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。


